
青少年のための科学の祭典２０２４ 第１９回亀山大会報告書 

 

□主催    「青少年のための科学の祭典」亀山大会実行委員会 

□共催    公益財団法人日本科学技術振興財団 

□後援    文部科学省、亀山市教育委員会、全国科学館連携協議会、全国科学博物館協議会、NHK、

日本物理教育学会、一般社団法人日本生物教育学会、日本地学教育学会、日本基礎化学

教育学会、一般社団法人日本科学教育学会、一般社団法人日本理科教育学会、一般社団

法人日本地質学会、一般社団法人日本生物物理学会、一般社団法人日本物理学会、公益

社団法人応用物理学会、公益社団法人日本化学会、一般社団法人日本機械学会、公益社

団法人日本アイソトープ協会、一般財団法人日本私学教育研究所、公益社団法人日本植

物学会、公益社団法人日本動物学会、公益社団法人日本天文学会、公益社団法人日本工

学会、一般社団法人電気学会、日本エネルギー環境教育学会、中日新聞社、伊勢新聞社 

□会場    亀山市青少年研修センター（〒５１９-０１５１ 亀山市若山町７番１０号） 

□開催日時  令和６年１１月２３日（土） １０：００～１６：００ 

□来場者数  来場者数（のべ人数）  ９０６人 

□参加スタッフ数（のべ人数） 

実行委員・スタッフ  ７３人 

ボランティア   ３７人  合計１１０人 

□実施内容 

第１９回亀山大会は、２４ブースを出展することができ、子ども・大人あわせて９０６

名の来場者があり大盛況であった。様々な活動に参加し、 科学に関する実験や工作を体験

することで、 子どもたちに科学の面白さや楽しさを感じさせ、 科学に対する興味や関心

を持たせるという目標は達成できたと考えている。また、今大会で１９回となり、亀山市

内のイベントとして定着しており、子どもや保護者から、来年も同じように開催してほし

いという強い要望がある。来年も開催できるよう準備を進めていきたい。一人でも多くの

青少年に、科学のおもしろさと不思議さを体験してもらい、興味・関心を深めてもらいた

いと考えている。 

□出展数  ２４ブース出展 

□出展タイトル一覧 

１．水の力でふしぎお絵かき 

２．炭酸水素ナトリウムの熱分解のしくみを知ろう！  

３．紙ブーメランを飛ばそう！  

４．空気てっぽうで的当てをしよう 

５．ストローラッパを作ろう 

６．ビニール袋ロケットとホバークラフト 

７．楽しいスライムづくり 

８．色があらわれる不思議なコマ 

９．うがい薬でビタミンＣを調べよう！  



１０．吸熱反応をりようしたものってなんだろう？  

１１．空気はスッゴク！ちからもち 

１２．電気であそぼう 

１３．強力な磁石で遊ぼう 

１４．えきたいちっそってどんなもの？ 

１５．チューブプレーンを飛ばしてみよう 

１６．この音  何の音？？ 

１７．立体ホログラム 

１８．鈴鹿川水系の魚たち 

１９．鈴鹿川水系の生き物 

２０．カラーリボンで作る七色シャボン玉 

２１．「目の不思議」３Dメガネで宇宙へGO！ 

２２．木の実で遊ぼう！ 

２３．浮上走行するNゲージリニアを見学してみよう！ 

２４．カラフルな虹の層を作ろう 

□製作物 

・チラシ：Ａ４版／表紙カラー／製作部数：１０，０００枚 

・来場者配布用出展ブース案内：Ａ３版／表紙カラー／４ページ／製作部数：１，０００部 

□広報活動 

・チラシ配布 チラシを市内の幼稚園と保育園のすべての園児、小学校、中学校のすべての

児童生徒に配布、鈴鹿市内の小学校の児童に配布、亀山市教育委員会と亀山

市役所の各部署に配布市内公共施設に配置（市役所･図書館･歴史博物館など） 

・広報かめやま掲載（１１月１日号） 

公益財団法人亀山地域福祉振興会財団たより掲載（１１月号） 

・中日新聞･伊勢新聞･毎日新聞などの数社及び、ＺＴＶに情報提供 

・伊勢新聞社（１１月２４日朝刊掲載）、 

ケーブルテレビＺＴＶ（１１月２９日より１週間放映） 


